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L 型金具などで壁に固定する工夫を

災害への事前準備
「特集」防災のススメ

写真：昭和 43 年 2 月 21 日発生のえびの地震

　
テ
レ
ビ
に
映
る
国
内
外
の
災

害
の
様
子
を
「
う
わ
ぁ
、
す
ご

い
ね
、
こ
わ
い
ね
・
・
・
」「
こ

こ
は
、
安
全
だ
か
ら
・
・
・
」

と
感
じ
な
が
ら
映
像
を
見
て
は

い
ま
せ
ん
か
。

　
災
害
は
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
震
や
台
風
、
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災

害
。
え
び
の
市
で
も
、
え
び
の

地
震
や
山
津
波
、
平
成
に
入
っ

て
か
ら
の
台
風
や
集
中
豪
雨
に

よ
る
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
い

く
つ
も
直
面
し
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
1
月
26
日
の

新
燃
岳
噴
火
、
3
月
14
日
の
東

日
本
大
震
災
な
ど
自
然
災
害
が

身
近
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
、
人
間
の
力
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
車
や
建
物
な
ど
を
壊
す
だ

け
で
は
な
く
、
時
に
は
、
人
の

命
ま
で
も
奪
っ
て
い
き
ま
す
。

　
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
自
然
災
害
の
脅
威
に
た
だ
指

を
く
わ
え
、
待
っ
て
い
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
被
害
に

あ
っ
て
か
ら
の
こ
と
よ
り
も
、

被
害
に
あ
う
前
の
災
害
の
備
え

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
災
害
の
備
え
な
ど
今
で
き

る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
43
年
2
月
21
日
に
起
き
た
え
び
の

地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
1
）
で

は
、
市
内
全
域
で
家
屋
の
全
半
壊
や
が
け

崩
れ
、
山
崩
れ
が
発
生
。
こ
の
地
震
で
鉄

道
、
道
路
、
橋
、
河
川
な
ど
は
、
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
が
ま
と
め
た
「
え
び
の
地
震
」

の
被
害
は
、
負
傷
者
35
人
、
り
災
世
帯

３
４
７
７
世
帯
、
り
災
者
１
万
３
６
３
９

人
、
住
家
全
壊
４
５
１
戸
、
半
壊
８
９
６

戸
、
一
部
損
壊
３
５
９
７
戸
、
鉄
道
被
害

３
か
所
、
耕
地
の
埋
没
53
・
7
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
林
地
の
崩
壊
74
・
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
な

ど
と
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
３
月
11
日
に
は
、
三
陸
沖
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
地

震
が
東
日
本
を
襲
い
、
東
北
地
方
を
中
心

と
し
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

え
び
の
地
震
発
生
か
ら
43
年
が
経
ち
ま

す
。
今
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
と
同
じ
よ
う
な
規
模
の
地
震
が
、
宮
崎

県
や
え
び
の
市
で
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
発
生
し
た
時
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の
い
ざ

と
い
う
時
の
準
備
が
大
切
で
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
時
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
慌

て
ず
に
適
切
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
地

震
に
関
心
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
落

ち
着
い
て
行
動
で
き
る
心
構
え
と
準
備
が

必
要
で
す
。

　

平
成
７
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
被
害
で
は
、
家
屋
内
で
の
け
が
の
原

因
の
約
75
％
が
、
家
具
な
ど
の
転
倒
落
下

や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

建
物
が
無
事
で
も
、
家
具
な
ど
が
転
倒

す
る
と
、
下
敷
き
に
な
っ
て
命
を
落
と
し

た
り
、
け
が
を
し
た
り
、
避
難
経
路
を
ふ

さ
い
だ
り
し
ま
す
。

　

タ
ン
ス
や
棚
は
、
Ｌ
型
金
具
な
ど
で
壁

の
桟さ

ん

や
柱
に
固
定
す
る
こ
と
と
、
適
切
な

配
置
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
出
し
や
食
器
棚
の
扉
に
は
ス
ト
ッ

パ
ー
な
ど
を
取
り
つ
け
、
中
身
が
飛
び
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

扉
の
ガ
ラ
ス
や
窓
ガ
ラ
ス
は
、
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
は
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

慌
て
て
行
動
す
る
と
転
倒
し
た
家
具
や

飛
散
し
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
で
け
が
を

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
周
辺

を
確
認
。
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
し
、

頭
部
を
座
布
団
な
ど
で
保
護
し
て
く
だ
さ

い
。
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
避
難
経
路
を
確

保
す
る
の
も
大
切
で
す
。
揺
れ
が
収
ま
っ

た
後
、
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
す
と
瓦

か
わ
ら
や
外

壁
な
ど
が
落
ち
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
使
用
中
の
ガ
ス

器
具
、
電
化
製
品
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど

は
す
ぐ
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
も
、

火
が
出
た
ら
、
慌
て
ず
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消

し
止
め
ま
す
。

　

非
難
は
、
徒
歩
が
原
則
で
す
。
車
は
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
、
救
援
活
動
な
ど
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。自
宅
を
離
れ
る
と
き
は
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
ガ
ス
栓
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。
地
震
で
川
べ
り
や
建
物

えびの消防署
署長　前原幸太郎さん

　地震の大きさ（震度）にもよりますが、日
頃から地震が起きた時のことを考えて、事前
の準備をしておいてください。
　阪神・淡路大震災では、9 割の方が建物の
倒壊や物の下敷きで亡くなられています。
　建物倒壊は、古い家ほど倒壊の危険性が高
まります。耐震診断など行い自分の家の事を
知っておくのも必要です。また、屋内の倒れ
そうなものには、地震で倒れない工夫などを
行ってください。
　消防署・警察署は、大規模の震災後では、
全ての方の要請に対応できなくなります。そ
うなると互助の助け合いや地域とのつなが
りが大切になってきます。
　職場や地域での地震が起きた時の避難対
策や初期消火の対策などの話し合いも必要
です。また、職場や地域で話し合った事を家
庭に持ち帰り、家族単位での地震の対応など
を話し合ってください。
　地震が起きてからでは、準備ができませ
ん。地震が起きる前の準備が大切です。

地震が起きる前の事前
の準備が大切です

地
震

【
地
震
へ
の
事
前
の
準
備
を
】

【
火
災
を
防
ぐ
】

【
速
や
か
な
避
難
を
】

が
く
ず
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
お
近
く
の
避
難
所
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

大
地
震
の
際
、
慌
て
ず
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
普
段
か
ら
家
族
と
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
家
の
中
で
ど
こ

が
安
全
か
、
避
難
路
や
最
終
的
な
避
難
場

所
の
確
認
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、昼
と
夜
で
は
職
場
や
学
校
な
ど
、

家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
確
実
に
連
絡
し
合
え
る
方
法

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
倒
れ
る
も
の
に
は
工
夫
を
】

【
地
震
が
起
き
た
ら
】

【
家
族
で
の
話
し
合
い
を
】

阪神・淡路大震災（写真提供：消防科学総合センター）

東日本大震災（写真提供：霧島市） えびの地震では、市内全域で建物の半壊や全半壊など多くの被害を受けました

L 型金具などで壁に固定する工夫を（消防科学総合センター）
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
台
風
に

よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
7
月
に
発
生

し
た
集
中
豪
雨
で
は
、
真
幸
地
区
で
冠
水

し
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
大
雨
や

台
風
な
ど
気
象
の
変
化
に
日
頃
か
ら
関
心

を
持
ち
、
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、
土
石
流
、

地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
は
一
瞬
で
人

の
命
を
奪
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
所
は
、
い

つ
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
土
砂
災
害
情
報
に
も
注
意
を

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
都
道
府
県
と

気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報
で

す
。

【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位

が
下
が
る

・
川
の
流
れ
が
に
ご
り
、
流
木
が
混
ざ
り

は
じ
め
る

【
地
す
べ
り
】

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

・
が
け
に
ひ
び
が
入
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

【
が
け
崩
れ
】

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る

・
が
け
に
ひ
び
が
入
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る　

　

災
害
時
の
避
難
情
報
は
３
段
階
に
分
か

れ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
避
難
す
る
た
め
の

準
備
を
促
す
「
避
難
準
備
情
報
」、
避
難

を
促
す
「
避
難
勧
告
」、
さ
ら
に
状
況
が

悪
化
し
、
避
難
す
べ
き
時
期
が
切
迫
し
た

場
合
の
「
避
難
指
示
」
で
す
。

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
防
災
無
線
放
送
や
広
報

車
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
等
の
避
難
情
報
が
出
て
い

な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
速
や

か
に
自
主
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

お
持
ち
の
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

見
た
い
時
に
、
河
川
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
携
帯
電
話
で
の
確
認
】

川
内
川
河
川
事
務
所
防
災
情
報

（http://w
w

w
.qsr.m

lit.go.jp/sendai/
bousai/keitai/index.htm

）

【
パ
ソ
コ
ン
で
の
確
認
】

川
内
川
河
川
事
務
所
防
災
情
報

（http://w
w

w
.qsr.m

lit.go.jp/sendai/
bousai/

）

川内川河川事務所
京町出張所
所長　与那嶺 淳さん

　川には、水位の高さに応じた危険度のレベ
ルがあります。川内川の水位の危険度のレベ
ルは、真幸橋下にある真幸観測所が基準と
なっています。その基準は 5 段階に分かれ
ており、①水防団待機水位、②はん濫注意水
位、③避難判断水位、④はん濫危険水位、⑤
はん濫の発生の順に高くなっています。この
水位がテレビ、ラジオや市の防災無線放送で
の避難情報などに使われます。
　平成 18 年 7 月に発生した集中豪雨以来、
えびの市内では、深刻な水害などは発生して
いませんが、いつ大規模な水害に見舞われる
かわかりません。このような事態から自分の
命・家族・財産を守るためにも正確な防災情
報を理解し、迅速な避難行動に結びつけるこ
とが重要です。また、避難途中に流されて命
を落とした事故も発生しています。そうなら
ないためにも、日頃からの避難経路の確認や
避難のタイミングなど、近隣の方とのコミュ
ニケーションも重要です。

正確な防災情報を理解
し、迅速な避難行動を

風
水
害

【
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
】

【
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
】

【
早
め
の
「
自
主
避
難
」
を
】

種別 拘束力

避難準備
情報

事 態 の 推 移 に よ っ て
は、避難勧告、避難指
示を行うことが予定さ
れます。
避難のための準備を呼
び掛けるものです。

避難勧告

居住者に立ち退きを勧
め促すものです。

（避難を強制するもの
ではありません）

避難指示

被害の危険が切迫した
時に発せられます。

「避難勧告」より拘束
力が強くなります。
指示に従わなかった方
に対して、直接強制ま
では行われません。

弱

強

真幸橋下にある真幸観測所

【
正
確
な
情
報
を
確
認
す
る
】

昭和 47 年 7 月 6 日、真幸山津波の被害を受けた真幸駅

平成 5 年 8 月 6 日の集中豪雨で倒壊した湯田橋 平成 18 年 7 月の集中豪雨では、京町地区で冠水したほか多くの被害を受けました

■避難情報
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平
成
23
年
1
月
26
日
か
ら
霧
島
山
（
新

燃
岳
）
で
は
、本
格
的
な
マ
グ
マ
噴
火
で
、

多
量
の
火
山
灰
や
噴
石
な
ど
を
放
出
す
る

火
山
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
火
山
活
動

は
、
最
盛
期
の
活
動
に
比
べ
低
下
し
た
状

態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
燃

岳
か
ら
北
西
数
キ
ロ
の
地
下
深
く
の
マ
グ

マ
だ
ま
り
へ
の
マ
グ
マ
の
供
給
は
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
マ
グ
マ
だ
ま
り
か
ら
新

燃
岳
へ
の
マ
グ
マ
の
上
昇
は
継
続
的
に
続

い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
噴

火
活
動
は
、
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
新
燃
岳
付
近
で
は
、
噴
火

に
伴
う
噴
石
や
火
砕
流
に
警
戒
が
必
要
で

す
。
新
燃
岳
の
風
下
側
で
は
、
降
灰
や
遠

方
で
も
風
に
流
さ
れ
て
く
る
噴
石
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

霧
島
山
上
空
の
風
に
よ
っ
て
は
、
え
び

の
市
内
に
降
灰
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

霧
島
山
上
空
の
風
情
報
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

新
燃
岳
の
こ
れ
ま
で
の
噴
火
で
は
、
十

数
キ
ロ
離
れ
た
所
に
も
噴
石
が
到
達
し
て

い
ま
す
。
風
下
側
の
地
域
は
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

2
月
14
日
の
噴
火
時
に
は
、
火
口
か
ら

北
東
約
8
～
16
キ
ロ
の
小
林
市
内
に
1
～

3
セ
ン
チ
程
度
の
噴
石
が
落
下
し
、
ガ
ラ

ス
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
破
損
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

火
山
灰
は
と
て
も
小
さ
い
の
で
、
空
気

と
一
緒
に
肺
の
奥
ま
で
入
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
せ
き
が
増
え
た
り
、
息
苦
し

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
鼻
水
や
た
ん
が
増

え
、の
ど
が
痛
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支
炎
の
人
は
、
発
作

の
よ
う
な
せ
き
や
、
胸
の
し
め
つ
け
感
、

ぜ
ー
ぜ
ー
と
し
た
呼
吸
で
苦
し
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
心
臓
に
重
い
病
気
が
あ
る
人
も
注

意
が
必
要
で
す
。

・
自
分
の
い
る
場
所
が
火
口
か
ら
ど
れ
ぐ

ら
い
の
距
離
か
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・
噴
火
に
気
づ
い
た
時
は
屋
外
に
出
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
風
下
側
で
噴
火
に
気
づ
い
た
時
は
、
屋

内
や
頑
丈
な
屋
根
の
あ
る
も
の
陰
に
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
頃
か
ら
噴
火
情
報
と
風
向
き
情
報
を

集
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
え
び
の
市
内
で

は
、
南
風
・
南
東
の
風
の
時
に
注
意
が
必

要
で
す
。

・
火
山
灰
が
目
に
入
っ
た
ら
、
手
で
こ
す

ら
ず
水
で
流
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
タ
ク

ト
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
眼
鏡
を
使
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
火
山
灰
が
降
る
と
見
通
し
が
悪
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ブ
レ
ー
キ
が
き
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

えびの市総務課
課長　上加世田章人

　新燃岳火口から概ね 3 キロの範囲では、
噴火に伴う噴石に注意する必要があります。
　夏場にかけて霧島山上空の風向きが南風
になる恐れがあります。南風になると火山灰
や噴石が風に流され、えびの市内に被害を及
ぼす可能性があります。
　火口の風下側では、直径 6 センチ程度の
噴石が火口から 5 キロから 10 キロの範囲で
飛んだ例もあります。
　火山灰や噴石に対しての事前の準備、対策
をお願いします。
　また、新燃岳が爆発的噴火を起こした場
合、大きな空振が発生する可能性もありま
す。カーテンを閉め、窓ガラスにテープをは
るなどの空振への備えもお願いします。　
　今後も引き続き、噴火警報や霧島山上空の
風情報に注意してください。
　新燃岳は今現在も活動が続いています。被
害が発生してから準備するのではなく、事前
の準備と心構えをお願いします。

火山灰や噴石への事前
の準備をお願いします

噴
火

【
注
意
！
噴
石
・
火
山
灰
】

【
噴
石
か
ら
身
を
守
る
】

【
火
山
灰
か
ら
身
を
守
る
】

噴石・火山灰対策で防災ヘルメットを付けて登校する児童

降灰で被害を受けた作物（場所：野尻町、写真提供：小林市）

噴石の被害を受けた乗用車（写真提供：小林市） 1 月 26 日、新燃岳が本格的なマグマ噴火をしました（韓国岳から 2 月 6 日撮影）

■降灰時の火山灰の処理方法

家庭敷地内で集めた火山灰は次のように処
理します。

①ゴミ袋などを使用する場合
　搬入場所は、各地区のゴミステーション
を目印として市が指定する場所（隣接地）
となります。
　各地区で集めた火山灰は、市が収集し、
処分場所（市有地）へ運びます。
※火山灰は、他の家庭ゴミと混ざらないよ
うにして、市の指定ゴミ袋か、レジ袋など
にいれて搬入場所に出してください。

②幹線道路の火山灰を処理する場合
　市内の幹線道路に降った火山灰は、市な
どが収集し、処分場所へ搬入します。

【お問い合わせ】
えびの市美化センター
☎ 33‐5782
えびの市総務課防災対策係
☎ 35‐1111（内線 316）
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普
段
、
何
気
に
使
っ
て
い
る
水
道
・
電

気
・
ガ
ス
な
ど
が
使
え
な
く
な
る
の
が
大

災
害
で
す
。
大
地
震
が
発
生
す
る
と
同
時

に
火
災
が
発
生
し
ま
す
。

　

大
災
害
の
場
合
、
消
防
や
救
急
も
す
べ

て
の
現
場
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
緊
急
車
両
は
現
場
へ
到
達
で

き
ず
、
到
達
で
き
た
と
し
て
も
断
水
に
よ

り
消
火
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
全
て

の
人
を
救
助
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
頼
み
の
綱
は
、
自
主

防
災
組
織
や
近
所
の
助
け
合
い
に
よ
る
救

助
や
初
期
消
火
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒

れ
た
家
屋
か
ら
約
6
割
の
人
が
「
近
所
の

人
」
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
落
ち
着
い
て
自
分
の
身
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
死
ん
で
し
ま

え
ば
、
愛
す
る
家
族
や
周
り
の
人
を
助
け

る
事
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
の

家
を
守
り
た
い
の
な
ら
地
域
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
災
害
時
、
近
く
で
火
災
が
起
き

れ
ば
、
自
分
の
家
に
も
火
の
手
は
や
っ
て

来
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
に
は
、
日
頃
か
ら
の
近
所
と
の

つ
な
が
り
や
協
力
体
制
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

地
震
・
台
風
・
噴
火
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
対
策
は
、
災
害
が
発

生
し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
て
い
な
い
今
、
私
た
ち
に
で
き
る

災
害
対
策
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

上大河平自主防災会
会長　木下幸夫さん

【
今
で
き
る
災
害
対
策
を
】

　「非常持出品」は、災害発生時に持ち出すべきもの「第
1 次持出品」と、災害復旧までの数日間（最低 3 日分）
に必要な「第 2 次持出品」に分類することができま
す。水道、電気、ガスなど全てのライフラインが止まっ
た場合を想定して自分にあった重さのものを準備しま
しょう。

非常用持出品（例）
印鑑、現金、救急箱、
預金通帳、懐中電灯、
ラ イ タ ー、 缶 切 り、
ろ う そ く、 ナ イ フ、
衣類、手袋、インス
タントラーメン、毛
布、ラジオ、食品な
ど

各災害時の避難場所

自分たちの地域は、自
分たちで守る

上大河平地区では、日頃から防災訓練などを行っています

　上大河平地区は、自然水利が少なく火災
が発生した時は大変です。日頃から分区の
代表を集めて、初期消火を行うための机上
訓練や年数回の区民総出の防災（火災）訓
練をやっています。繰り返し行うことでい
ざという時に備えています。
　地区の方も自分たちの地区は自分たちで
守るんだと一人ひとりの意識も高いです。
　災害が発生した時は、日頃の訓練を生か
して、区全体で対応していきたいです。

上大河平区
自主防災会会長
木下幸夫さん

意
識防災への

地　区 避難場所 電話番号

飯野地区

飯野中学校体育館 33‐0021

飯野小学校体育館 33‐0008

大河平小学校体育館 33‐0970

高野畜産管理センター 33‐0872

えびの市民体育館 33‐5322

飯野駅前地区体育館 33‐5035

えびの市文化センター 35‐2268

飯野地区公民館 33‐0030

上江地区

上江中学校体育館 33‐0315

上江小学校体育館 33‐0133

上江地区体育館 33‐5799

加久藤地区

加久藤中学校体育館 35‐1353

加久藤小学校体育館 35‐1351

加久藤小学校尾八重野分校
体育館 35‐1995

加久藤地区体育館 35‐2290

えびの市国際交流センター 35‐3211

真幸地区

岡元小学校体育館 37‐2240

真幸地区体育館 37‐0004

旧真幸小学校西内竪分校

真幸地区公民館 37‐3221

老人福祉センター 37‐1329

地　区 避難場所

飯野地区

飯野中学校グラウンド

飯野小学校グラウンド

大河平小学校グラウンド

高野畜産管理センター広場

飯野駅前地区体育館駐車場

神社原運動公園

えびの市文化センター駐車場（東側）

上江地区

上江中学校グラウンド

上江小学校グラウンド

旧上江小学校霧島分校グラウンド

上江地区体育館駐車場

加久藤地区

加久藤中学校グラウンド

加久藤小学校グラウンド

加久藤小学校尾八重野分校グラウンド

えびの市国際交流センター駐車場

永山運動公園

加久藤地区体育館駐車場

真幸地区

真幸中学校グラウンド

真幸小学校グラウンド

岡元小学校グラウンド

旧真幸小学校西内竪分校グラウンド

王子原運動公園

真幸地区体育館駐車場

■風水害（豪雨）時の屋内避難所 ■地震時の屋外避難所

地　区 避難場所 電話番号

飯野地区

えびの市民体育館 33‐5322

飯野駅前地区体育館 33‐5035

飯野地区公民館 33‐0030

上江地区 上江地区体育館 33‐5799

加久藤地区

加久藤地区体育館 35‐2290

えびの市文化センター 35‐2268

えびの市国際交流センター 35‐3211

真幸地区
真幸地区体育館 37‐0004

老人福祉センター 37‐1329

■火山噴火（新燃岳）時の屋内避難所

■お問い合わせ先

■災害に備え、非常持出品の準備を

市総務課防災対策係
☎ 35‐1111（内線 316）
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え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
ど
れ
く
ら
い
収
入
し
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 49 億 3,941 万円 49 億 3,941 万円 100.0％

市税 18 億 2,206 万円 18 億 4,981 万円 101.5％

国庫支出金 18 億 675 万円 12 億 3,579 万円 68.4％

県支出金 9 億 638 万円 7 億 2,123 万円 79.6%

市債 7 億 4,367 万円 5 億 1,777 万円 69.6％

繰越金 4 億 806 万円 4 億 806 万円 100.0％

諸収入 3 億 776 万円 3 億 216 万円 98.2%

その他 7 億 8,722 万円 7 億 7,614 万円 98.6％

合計 117 億 2,131 万円 107 億 5,037 万円 91.7％

◎一般会計歳入

用語説明

地方交付税・・・地方税などの自主財源では財源の足りない地方自治体に
地方交付税・・・対して国が交付するお金
市税・・・・・・市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産税な
市税・・・・・・どの税金
国庫支出金・・・国から市に支出される補助金や委託金など
県支出金・・・・県から市に支出される補助金や委託金など
市債・・・・・・市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りるお金
繰越金・・・・・前年度から繰り越されたお金
諸収入・・・・・市の預金利子や各種貸付金の元利収入
その他・・・・・財産収入や使用料および手数料、寄附金、国からの各種
その他・・・・・交付金など

地
方
交
付
税

市
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債

繰
越
金

諸
収
入

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

収
入
済
額

～

歳
入

　平成 23 年 3 月 31 日現在の市債（市が資金調達のために
負担する債務であって、その返済が一会計年度を越えて行
われるもの）の現在高は、次のとおりです。なお、平成 22
年度の一時借入金はありません。

　平成 23 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、5 億 840 万 5,466 円で、これを
市民一人あたり（平成 23 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人
口 22,093 人）にすると、約 2 万 3,012 円となります。
　一世帯あたり（平成 23 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世
帯数 10,063 世帯）では、約 5 万 522 円となります。

【単位：千円】

市民一人あたり
23,012 円

■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35‐1111（内線 381・382）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 35 億 4,933 万円 27 億 8,620 万円 78.5％

総務費 23 億 5,162 万円 13 億 4,195 万円 57.1％

公債費 11 億 5,833 万円 11 億 5,833 万円 100.0％

教育費 10 億 1,992 万円 8 億 5,499 万円 83.8%

衛生費 9 億 3,478 万円 7 億 4,766 万円 80.0％

農林水産業費 10 億 1,003 万円 8 億 608 万円 79.8％

土木費 6 億 5,686 万円 4 億 8,267 万円 73.5%

その他 10 億 4,044 万円 9 億 2,656 万円 89.1％

合計 117 億 2,131 万円 91 億 444 万円 77.7％

民
生
費

総
務
費

公
債
費

教
育
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

土
木
費

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

支
出
済
額

用語説明

民生費・・・・・子どもや高齢者、体の不自由な方のために使われる経費
総務費・・・・・行政運営のために使われる経費
公債費・・・・・えびの市の借入金の返済のために使われる経費
教育費・・・・・学校、公民館、体育施設などの整備や、教育の振興のた
教育費・・・・・めに使われる経費
衛生費・・・・・ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守るために
衛生費・・・・・使われる経費
農林水産業費・・農業、畜産の振興と育成のために使われる経費
土木費・・・・・道路建設や公園の整備などに使われる経費
その他・・・・・市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使われる
その他・・・・・経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別会計 3,665,607 2,972,581 3,665,607 3,129,386

老人保健特別会計 5,204 4,676 5,204 4,676

後期高齢者医療特別会計 558,358 454,528 558,358 548,246

介護保険特別会計 2,767,146 2,433,094 2,767,146 2,459,039

観光特別会計 46,599 28,177 46,599 30,674

合計 7,042,914 5,893,056 7,042,914 6,172,021

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 7,219,981

水道事業会計 865,533

病院事業会計 46,198

一時借入金 0

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり
50,522 円

　

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
７
億
２
１
３
０
万
７
２
２
０

円
（
う
ち
平
成
21
年
度
か
ら
の
繰

越
額
６
億
７
６
７
１
万
５
２
２
０

円
）
に
対
し
て
、
支
出
済
額

91
億
４
４
４
万
２
２
８
２
円
で
、

支
出
率
77
・
7
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
で
、
次
に
総
務
費
、
公
債

費
、
教
育
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
率
の
低
い
も
の
は
、
5
月
末

ま
で
に
支
出
の
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出

　　

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
の

収
入
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
７
億
２
１
３
０
万
７
２
２
０

円
（
う
ち
平
成
21
年
度
か
ら
の
繰

越
額
６
億
７
６
７
１
万
５
２
２
０

円
）
に
対
し
て
、
収
入
済
額

１
０
７
億
５
０
３
６
万
７
５
８
１

円
で
、
収
入
率
91
・
７
％
で
す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
で
、
次
に
市
税
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
等
の
収
入

率
の
低
い
も
の
は
、
５
月
末
ま
で

に
収
入
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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洗
車
、
植
木
の
散
水
な
ど
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
断
水

時
は
ト
イ
レ
の
水
洗
に
も
利
用

で
き
ま
す
。

【
水
は
こ
ま
め
に
止
め
よ
う
】

　

蛇
口
を
こ
ま
め
に
止
め
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
１
世
帯
で
年
間

約
７
万
５
０
０
０
㍑
も
の
水
が

節
約
で
き
ま
す
。

【
歯
み
が
き
に
工
夫
を
】

　

歯
み
が
き
の
時
に
水
を
流

し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
、
30
秒

で
約
６
㍑
も
水
を
使
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
コ
ッ
プ
に
水
を
く

ん
で
み
が
く
と
、
３
杯
（
約

0
・
6
㍑
）
程
度
の
水
で
済
み

５
㍑
も
節
水
で
き
ま
す
。

東日本大震災支援物資・義援金

被災地へ向け支援物資が送られました

水は大切な資源。上手に水を使いましょう
節水にご協力を

か
ら
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。

　

支
援
物
資
の
受
け
付
け
は
、

4
月
15
日
を
も
っ
て
い
っ
た
ん

終
了
し
ま
し
た
が
、
義
援
金
は

引
き
続
き
、
市
や
社
会
福
祉
協

議
会
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
す
る
支
援
物
資
の
受

け
付
け
を
、
3
月
26
日
か
ら
4

月
15
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
支
援
物
資
の

受
け
付
け
で
は
、
市
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
延
べ
80
人
に
ご
協
力

を
い
だ
た
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
支
援
物
資
は
、

4
月
21
日
に
被
災
地
に
向
け
て

発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
義

援
金
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
降

水
量
が
非
常
に
少
な
く
、

県
内
で
は
、
5
月
9
日
時
点
で

6
つ
の
河
川
・
7
つ
の
ダ
ム
で

枯
渇
や
残
水
量
不
足
が
深
刻
化

し
、
農
業
用
水
や
生
活
用
水
に

支
障
が
出
て
い
ま
す
。

　

市
上
水
道
水
源
の
水
量
（
5

月
12
日
現
在
）
は
、
余
裕
の
あ

る
状
況
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
少

雨
が
続
け
ば
渇
水
と
な
る
こ
と

も
予
測
さ
れ
ま
す
。
水
は
大
切

な
資
源
で
す
。
節
水
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
上
手
な
水
の
使
い
方
（
例
）

【
残
り
湯
は
捨
て
ず
に
再
利
用
】

　

残
り
湯
は
捨
て
ず
に
、洗
濯
、

被災地に向けて物資を送りました

水は大切な資源です。節水にご協力をお願いします

　

え
び
の
市
の
心
の
ふ
る
さ
と

寄
付
金
に
つ
い
て
、
平
成
22
年

度
は
、
57
人
の
方
か
ら
合
計

６
３
６
万
７
２
９
０
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、「
え

び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
基
金
」

に
積
み
立
て
、
い
た
だ
い
た

方
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
年
発
生
し
た
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
で
、

口
蹄
疫
支
援
対
策
に
い
た
だ
い

た
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
口
蹄

疫
対
策
事
業
に
活
用
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄

付
金
は
、「
え
び
の
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
魅
力
あ
る
伝
統
文

化
な
ど
の
地
域
資
源
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
や
え
び
の
の
発

展
を
願
う
人
々
の
思
い
を
、
寄

付
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
々
の

参
画
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
の
将
来
像
で
あ

る
「
人
と
自
然
が
ほ
っ
と
な
え

び
の
・
活
力
、
ぬ
く
も
り
、
癒

し
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
克
服
し
な

が
ら
、
市
民
と
一
丸
と
な
っ
て

事業の種類 寄付件数 寄付金額

（1）地域福祉の充実などに関する事業 12 件 949,000 円

（2）自然環境の保全などに関する事業 2 件 150,000 円

（3）伝統文化の保存などに関する事業 1 件 10,000 円

（4）その他市長が必要と認める事業（うち、口蹄疫に関する施策） 42 件（23 件）5,258,290 円（1,623,290 円）

合　　計 57 件 6,367,290 円

事業別寄付件数と寄付金額

区　　　分 平成 22 年度末残高 平成 21 年度末残高

積　立　金 9,729,000 円 5,985,000 円

えびの市心のふるさと基金積立状況

基金からの平成 22 年度事業への繰入れ状況
◎口蹄疫対策事業　　　　　　　　　　　　　　　2,538,290 円
◎口蹄疫復興イベント　　　　　　　　　　　　　　　85,000 円

氏　　名 住　　所 寄付金額 氏　　名 住　　所 寄付金額

大后　義雄 埼玉県さいたま市 ＊＊＊ 匿 名 埼玉県戸田市 ＊＊＊

伊堂寺　憲仁 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 匿 名 宮崎県宮崎市 ＊＊＊

種村　エイ子 鹿児島県鹿児島市 ＊＊＊ 谷口動物病院　谷口　馨 宮崎県小林市 1,000,000

東海えびの会　会員一同 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 金山　峰子 愛知県西尾市 50,000

福元　國雄、福元　和子 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 松本　繁美 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊

岩屋　豊秋 神奈川県厚木市 ＊＊＊ 匿 名 東京都杉並区 ＊＊＊

相徳　憲一 千葉県柏市 ＊＊＊ 出水　国雄 神奈川県横浜市 5,000

磯脇　ちら子 愛知県みよし市 10,000 匿 名 千葉県市原市 20,000

菱刈　正春 愛知県西尾市 30,000 山岸　利信 埼玉県児玉郡神川町 10,000

竹下　幸男 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 岩本　一男 愛知県愛知郡長久手町 250,000

日本農産工業株式会社
（ファームテック）

神奈川県横浜市 500,000
稲城市役所　理事者部長会・課長会

（全国青年市長会災害相互応援市）
東京都稲城市 50,000

岩本　恵子 愛知県愛知郡長久手町 50,000 矢場　浩子 神奈川県川崎市 69,000

富田　五郎 東京都足立区 20,000 匿 名 東京都 30,000

吉村　真治 千葉県松戸市 50,000 吉村　幸子 千葉県松戸市 50,000

黒江　穂積、黒江　ミエ子 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 西井　龍一 滋賀県守山市 150,000

嶋名　國夫 愛知県安城市 30,000 冨満　忠晴 愛知県愛知郡長久手町 100,000

荒武　賢治 東京都練馬区 ＊＊＊ 田中　純男 東京都青梅市 ＊＊＊

加治佐　健二 愛知県稲沢市 1,500,000 加世堂　孝始 大阪府堺市 10,000

寄付者一覧（敬称略・日付順）

※公表については、了解をいただいた方のみ掲載しています。住所、寄付金額の「＊＊＊」は非公表です。

えびの市心のふるさと寄付金寄付状況

温かいご支援ありがとうございます

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
市
で
は
、
引
き
続
き
、
寄
付

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
企
画
課
計
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
２
）

品　　目 箱　　数

保存食（パックごはん） 1 箱（36 食）

水以外の飲料
（野菜果物ジュースなど）

6 箱（お茶 2 箱、イオン飲料 1 箱、天然水
1 箱、日向夏ドリンク 1 箱、野菜ジュー
ス 1 箱）

使い捨て食器（紙コップ、紙皿、スプ
ーン、割りばしなど）

3 箱（紙コップ 350 個、紙皿 165 枚、割
ばし 5,300 膳、アルミ皿 662 枚）

生理用品 4 箱（70 袋）

紙おむつ（乳児用） 2 箱（14 袋）

紙おむつ（高齢者用） 5 箱（23 袋）

尿失禁パッド 2 箱（15 袋）

タオル 5 箱（690 枚）

無洗米 7 箱（5 キロ× 36 袋）

支援物資受け入れ状況

義援金受け入れ状況（5 月 6 日現在）
区分 義援金

一般 997,867

企業・団体 5,013,741

各地区（区・分区） 6,735,987

計 12,747,595

（単位：円）
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◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

　
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

市役所が利用しやすくなりました

ふるさと応援団「関西えびの会」発足

案内板、案内窓口設置

関西地区からえびの市を応援

関
係
課
ま
で
案
内
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

1
階
守
衛
室
前
（
庁
舎
東

側
）
に
は
、
障
害
者
や
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も

確
保
し
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
協
力
と
フ
ェ
ア
の
成
功
が

「
関
西
え
び
の
会
」発
足
の
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
に
、
え
び
の
市
出
身

者
17
人
で
関
西
え
び
の
会
発
足

の
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
4
月

24
日
、
関
西
え
び
の
会
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
会
員
相
互
の
親
ぼ

く
と
え
び
の
市
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

【
会
員
数
】
２
６
８
人

※
4
月
24
日
現
在

【
会
長
】
落
合
力

【
幹
事
長
】
家
吉
重
昭

【
事
務
局
長
】
山
崎
慶
次

市
役
所
本
庁
の
2
階
正
面

玄
関
入
口
横
に
、
案
内

板(

回
転
式)

を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
階
通
路

壁
面
に
も
、
新
し
い
案
内
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

案
内
板
に
は
、
各
階
の
課
の

場
所
と
番
号
が
表
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
案
内
板
の
課
の
色
と
課

の
場
所
に
あ
る
案
内
板
の
色
を

同
じ
に
す
る
こ
と
で
、
課
の
場

所
を
分
か
り
や
す
く
し
て
あ
り

ま
す
。

　

本
庁
2
階
市
民
課
に
は
、
案

内
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
案
内
窓
口
に
、
用
件
を
伝

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
職
員
が

関
西
え
び
の
会
が
、
4
月

24
日
発
足
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
九
市
の
う
ち
、
関
西

地
区
に
同
郷
会
（
関
東
え
び
の

会
な
ど
、
市
単
位
で
の
出
身
者

会
）
が
な
い
の
は
え
び
の
市
だ

け
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
近
畿

宮
崎
県
人
会
の
場
で
も
「
え
び

の
会
を
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
」
と
い
う
声
が
毎
年
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
大
阪
市
で
行
わ

れ
た
「
が
ん
ば
る
え
び
の
市
物

産
フ
ェ
ア
」
で
は
、
え
び
の
市

出
身
者
の
方
々
に
、
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
、
多
く
の
協
力
を
も
ら

い
、大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
西
上
江
地
区
は
、
保
育
園
、
小

学
校
、
中
学
校
を
区
内
に
有
し
、

明
る
く
温
か
い
4
分
区
、
82
戸
の

集
落
で
す
。

　
南
に
え
び
の
高
原
を
望
み
、
秋

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
れ
ば
、
勇
壮
の

中
に
も
軽
や
か
な
か
ね
と
太
鼓
の

音
が
響
き
渡
る
西
上
江
地
区
。
輪

太
鼓
踊
り
保
存
会
の
指
導
で
、
子

ど
も
た
ち
が
運
動
会
で
踊
る
輪
太

鼓
踊
り
の
練
習
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
運
動
会
で

の
輪
太
鼓
踊
り
は
20
数
年
以
上
の

輪太鼓踊りの里
（西上江自治公民館）

西上江地区輪太鼓踊り

歴
史
が
あ
り
、
今
で
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
郷
土
の
文
化
を
絶
や
す
ま
い
と

復
活
し
て
30
年
以
上
。
え
び
の
市

の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

青
壮
年
部
の
行
事
の
一
環
と
し

て
コ
ス
モ
ス
の
植
栽
が
あ
り
ま

す
。
30
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

西
上
江
区
の
中
心
部
の
農
道
約
１

キ
ロ
に
コ
ス
モ
ス
を
植
栽
し
ま

す
。
秋
に
な
れ
ば
市
内
外
の
多
く

の
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。
実
っ
た

稲
と
コ
ス
モ
ス
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
最
高
に
美
し
い
光
景
で
す
。

　

毎
年
11
月
23
日
、
青
壮
年
部
主

催
に
よ
る
「
ほ
ぜ
祭
り
」。
老
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ

オ
ケ
、抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

年
に
１
度
の
楽
し
い
行
事
で
す
。

　

来
て
見
て
最
高
、
住
ん
で
最
高

の
そ
ん
な
西
上
江
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
今
月
は
、
曽
於
市
の
「
大
川

原
峡
」
と
「
白し

ら
が
だ
け

鹿
岳
」
を
紹
介

し
ま
す
。

■
大
川
原
峡

　

大
隅
大
川
原
駅
か
ら
下
流
部

３
キ
ロ
に
わ
た
る
大
川
原
峡

は
、
大
川
原
峡
キ
ャ
ン
プ
場
を

は
じ
め
、
悠
久
の
森
、
曽
於
八

景
の
一
つ
で
あ
る
桐
原
の
滝
や

三
連
轟
の
滝
な
ど
自
然
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
す
。

　

大
川
原
峡
に
は
、
約
34
万
年

前
に
お
き
た
加
久
藤
火
砕
流
に

よ
り
で
き
た
溶
結
凝
灰
岩
が
、

自
然
に
洗
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
大
小
の
滝
と
甌お

う
け
つ穴
が
あ
り
、

造
形
美
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
水
遊
び
や
魚
釣
り
が

で
き
る
穴
場
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
貴
重
な
自
然
体
験
が
で
き

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
白
鹿
岳

　

曽
於
市
に
は
曽
於
郡
で
一
番

高
い
白
鹿
岳
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
白
鹿
岳
の
麓
か
ら
有
名
な
百

武
彗
星
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

白
鹿
岳
は
、
北
に
は
霧
島
山
、

南
西
に
は
桜
島
と
錦
江
湾
、
鹿

児
島
市
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

平
成
12
年
度
か
ら
平
成
13
年

度
に
か
け
て
、
展
望
台
、
天
体

観
測
デ
ッ
キ
な
ど
を
設
置
し
た

白
鹿
岳
森
林
公
園
を
整
備
し
ま

し
た
。
大
パ
ノ
ラ
マ
が
望
め
る

こ
と
か
ら
来
場
者
も
多
く
、
今

後
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

曽
於
市
財
部
支
所
産
業
振
興
課

☎
72
‐
０
９
３
８

そ
の
20

大川原甌穴

白鹿岳森林公園

発会式には、関西のえびの市出身者や関係者約 240 人が参加しました

市民課案内窓口 2 階正面玄関の案内板

西上江自治公民館長
内村松男さん
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、「
元
気
！
え
び
の
っ

子
ふ
る
さ
と
給
食
」
メ
ニ
ュ
ー
の
「
カ
ラ
フ
ル

牛
丼
」
で
す
。

　
「
元
気
！
え
び
の
っ
子
ふ
る
さ
と
給
食
」
は
、

え
び
の
産
の
牛
肉
を
使
っ
た
料
理
を
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
発
生
で

多
く
の
被
害
を
受
け
た
え
び
の
市
の
復
興
を
願

う
と
と
も
に
、
食
育
の
推
進
を
図
る
目
的
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
最
後
に
風
味
づ
け
の

ゴ
マ
油
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。

【紹介者】　えびの市給食センター

宇田津智子さん　戸高ゆう子さん

レ シ ピ

r e c i p e

【材料】（4 人分）
米・・・・・・・・・・・・・・400 ｇ
麦・・・・・・・・・・・・・・・5 ｇ
サラダ油・・・・・・・・・・小さじ 1
おろしショウガ・・・・・・小さじ 1/2
おろしニンニク・・・・・・小さじ 1/2
牛肉スライス・・・・・・・・・210 ｇ
酒・・・・・・・・・・・・・小さじ 2
玉ネギ（スライス）・・・・・・　100 ｇ
ニンジン（千切り）・・・・・・・50 ｇ
竹の子（短冊）・・・・・・・・・40 ｇ
レトルトシイタケ（スライス）・・25 ｇ
青豆・・・・・・・・・・・・・　20 ｇ
カラーピーマン（スライス）・・・15 ｇ
三温糖・・・・・・・・・・・・・8 ｇ
塩・・・・・・・・・・・・・・　調整
濃口しょうゆ・・・・・・・・大さじ 2
みりん・・・・・・・・・・・小さじ 1
オイスターソース・・・・　小さじ 1 弱
ゴマ油・・・・・・・・・・小さじ 1/2
水・・・・・・・・・・・・・・　調整
【作り方】

❶牛肉は、酒に漬けこんでおく。
❷鍋に油を熱し、ショウガとニンニク
をいため、香りが出たら❶を入れいた
める
❸牛肉の色が変わったら、玉ネギから
順にいためる。
❹野菜がしんなりしたら味つけをする。
❺最後に風味づけのゴマ油を入れる。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

登校中の子どもたちを見守る木原さん

え び の の ひ と

木原政雄さん

　
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る

の
が
毎
日
楽
し
み
で
す
」
と
話
す

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
岡
元
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を

し
て
い
る
木
原
政
雄
さ
ん
（
上
浦

区
）
で
す
。

　

木
原
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
に
刑

務
官
を
退
職
。
長
年
の
功
績
に
対

し
、
平
成
8
年
に
瑞
宝
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
叙
勲
を
受
け
た
時

「
地
域
に
何
か
貢
献
で
き
な
い
か

考
え
た
」
と
木
原
さ
ん
。

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で

育
て
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
、
13
年
前
か
ら
見
守
り
を
始
め

ま
し
た
」

　

木
原
さ
ん
は
、
雨
の
日
も
風
の

日
も
家
の
前
に
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
ま
す
。「
見
守
り
を

始
め
た
時
は
子
ど
も
た
ち
は
、
な

か
な
か
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
あ
い
さ
つ

を
す
る
う
ち
に
子
ど
も
た
ち
も

徐
々
に
打
ち
解
け
て
、
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
、
木
原
さ
ん
の
家
の
前
を

4
人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
学
し
て

い
き
ま
す
。
今
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
方
か
ら
「
木
原
の
お
じ
ち
ゃ

ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

85
歳
で
も
若
々
し
い
木
原
さ

ん
。「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

る
の
が
今
は
生
き
が
い
で
、
生
活

子どもたちの笑顔を
守っていきたい

の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
守

り
を
し
な
が
ら
、
逆
に
子
ど
も
た

ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」

　
「
子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
た
め
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
元
気
が
あ
る
か

ぎ
り
見
守
り
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

きはら・まさお／ 85 歳／上浦区／趣味：
小菜園での野菜づくり。取れた野菜を
おいしく食べる事。

Masao kihara
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4
月
17
日
、
上
大
河
平
地
区
の
大
河

平
小
学
校
（
休
校
中
）
を
会
場
に
、
第

17
回
竹
の
子
狩
り
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
フ
ェ
ア
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

６
０
０
人
が
来
場
。
上
大
河
平
地
区
の

広
大
な
竹
林
で
竹
の
子
狩
り
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
竹
の
子
狩
り
の
ほ
か
、

そ
ば
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
、
農
産
物
や

加
工
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
、
そ
ば
だ
ご
汁
を
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
市
か
ら
参
加
の
梶
田
安
雄
さ
ん

は
「
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
孫
と
一

緒
に
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

4
月
18
日
、
市
内
小
中
学
校
児
童
生

徒
１
５
４
８
人
に
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が

貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
貸
与
は
、
市
教
育
委
員
会
が
、

新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
う
火
山
灰
、
噴
石

な
ど
か
ら
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る
た

め
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

同
日
、
加
久
藤
小
学
校
で
防
災
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
貸
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て
鶴
永
鈴

子
さ
ん
（
加
久
藤
小
6
年
）
が
「
登
下

校
時
に
大
切
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た

　

4
月
19
日
か
ら
児
童
生
徒
は
、
防
災

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
登
下
校
を
し

て
い
ま
す
。

　

4
月
22
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、

え
び
の
市
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
事
業
組
合
か

ら
ガ
ス
機
器
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄

贈
式
に
は
、
え
び
の
市
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

事
業
組
合
の
組
合
員
6
人
が
参
加
。
市

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
は
、
今
年
で
30
周
年
を
迎

え
る
同
組
合
が
、
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
寄

贈
さ
れ
た
の
は
、
最
新
の
ビ
ル
ト
イ
ン

コ
ン
ロ
、ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、自
立
ユ
ニ
ッ

ト
の
そ
れ
ぞ
れ
7
台
ず
つ
で
す
。

　

同
組
合
代
表
理
事
の
原
口
陽
一
さ
ん

は
「
こ
れ
を
機
会
に
、
ガ
ス
を
使
っ
て

お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

防災ヘルメットを付けてもらう児童代表

参加者は、思い思いの場所で竹の子を掘っていました

市文化センター調理実習室に整備されました

　

4
月
24
日
、
上
大
河
平
区
の
大
河
平

小
学
校
（
休
校
中
）
で
、
第
1
回
お
こ

び
ら
つ
つ
じ
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
に
は
、
上
大
河
平
地
区
の
内
外
か

ら
約
１
７
０
人
が
参
加
。
体
育
館
で
行

わ
れ
た
式
典
で
、
祝
舞
な
ど
余
興
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
上
大
河
平
地
区
の
宝

で
あ
る
大
河
平
つ
つ
じ
を
地
区
民
で
守

り
育
て
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
河

平
つ
つ
じ
保
存
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
大
河
平
小
学
校
の
つ
つ

じ
を
保
護
す
る
た
め
の
石
垣
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
記
念
碑
と
看

板
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
24
日
、
京
町
温
泉
郷
で
、
第
25

回
え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
外

か
ら
約
１
３
０
０
人
の
選
手
が
参
加
。

選
手
た
ち
は
、
春
の
暖
か
い
日
差
し
の

中
、
え
び
の
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
真
幸
地
区
体
育
館
前
を
ス

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
３
キ
ロ
、
５

キ
ロ
、
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
市
か
ら
親
子
で
参
加
の
松
下
飛

海
さ
ん
（
8
歳
）
は
「
え
び
の
の
大
会

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
思
っ
た
よ

り
疲
れ
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
に
勝
て

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大河平つつじの由来などの説明が入った看板が設置されました

各選手、完走目指して走っていました

　

5
月
7
日
、
真
幸
駅
で
、「
開
業

１
０
０
周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
真
幸
駅
は
明
治
44
年
5
月
11
日

に
開
業
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
市
内

外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。
開
業

１
０
０
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
駅
に
到
着
し
た
「
い
さ

ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
号
」
を
加
久
藤
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
出
迎
え
ま
し

た
。
ま
た
会
場
で
は
、
農
産
物
や
加
工

品
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
参
加
の
児
玉
博
幸
さ
ん
は

「
3
年
前
大
阪
か
ら
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

列
車
で
大
阪
ま
で
行
っ
て
い
た
頃
を
思

い
出
し
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。出発を手を振って笑顔で見送りました

　

4
月
26
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
平

成
23
年
度
区
長
・
分
区
長
合
同
会
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
区
長
代
表
の
井
上
義
人

さ
ん
（
東
川
北
区
）
と
分
区
長
代
表
の

岡
園
喜
一
さ
ん（
東
川
北
区
狩
山
分
区
）

に
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
区
長
・
分
区
長
に
委
嘱

さ
れ
た
の
は
、
区
長
65
人
、
分
区
長

４
２
７
人
で
す
。

　

会
議
で
は
、
榎
田
自
治
公
民
館
長
の

榎
園
賢
二
さ
ん
が
「
存
在
感
を
感
じ
る

地
域
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
自
治

公
民
館
で
の
活
動
に
つ
い
て
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

区長・分区長合同会議には 400 人が参加しました

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に

竹
の
子
狩
り
フ
ェ
ア

ガ
ス
で
お
い
し
い
料
理
を

京
町
温
泉
郷
を
快
走

お
こ
び
ら
つ
つ
じ
祭
り

区
長
分
区
長
に
委
嘱
状
交
付

真
幸
駅
開
業
１
０
０
周
年

【おわびと訂正】広報えびの 4 月号まちのわだいの「市制 50 周年に開封」に誤りがありました。
山内地区 29 人が参加とありましたが、正しくは、29 世帯が参加です。おわびして訂正します。
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information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

　これから農繁期に入り、田植えの準備などで家を留守
にすることが多くなります。
　出かける前に、火の始末（台所・仏壇）などを確認す
るように心がけましょう。

　作業の慣れからトラクターなどの農業機械の事故が多
く発生しています。
　農業機械を使用する時は、転倒事故・巻き込み事故な
どに十分気を付けて作業をしてください。

ね３年以内の既卒者を対象に、
就職面接会を下記のとおり開催
します。

【期日】6 月 3 日（金）
【 時 間 】 受 付 開 始： 午 後 0 時
30 分～
面接開始：午後 1 時～午後 4
時 30 分

【場所】フェニックス・シーガ
イア・リゾートワールドコンベ
ンションセンターサミット４F
サミットホール

【参加企業】来春大学新卒者
などを採用予定の県内企業約
100 社
※参加企業一覧は、宮崎労働
局ホームページ（http://www.
miyazaki.plb.go.jp/）をご覧く
ださい（５月以降随時公開いた
します）。

【参加料】無料
※面接には履歴書が必要です。
必要枚数（コピー可）をご準備
のうえ、ご自由に参加ください。
問宮崎労働局職業安定課
☎ 0985‐38‐8823

6 月 1 日は人権擁護委員の
日です

　人権擁護委員は、あなたの相
談相手です。地域の皆さんの身
近な相談相手として、人権相談
を受け、問題解決のお手伝いや、
人権侵害による被害者の救済を
します。
　人権擁護委員は、法務大臣の
委嘱を受け、無報酬で活動して
います。
◎市の人権擁護委員の方々

〔飯野地区〕原口陽一さん、市
後崎ユキミさん〔上江地区〕東
光鈴枝さん〔加久藤地区〕山形
茂樹さん、郡山優子さん〔真幸
地区〕森永時紀さん、伊作真由
美さん　
◎特設人権相談

【期日】毎月第１水曜日

【場所】市役所 2‐1 会議室（7
月は 1‐3・4 会議室）

【時間】午前 10 時～午後 3 時
※相談内容については、秘密を
守ります。相談は無料です。お
気軽にご相談ください。
問市総務課人権啓発室
内線 350

えびの市観光審議会委員を
公募します

　市では、「えびの市観光審議
会条例」に基づく審議会委員を
募集しています。

【応募資格】えびの市に居住す
る 20 歳以上の方で、市の観光
に関心と意欲を持っている方

【応募期間】5 月 20 日～ 5 月
31 日

【応募方法】申込書に必要事項
を記入の上、市観光商工課観光
係まで郵送またはメールで提出

〔郵送先〕〒 889‐4292
えびの市大字栗下 1292 番地
市役所観光商工課観光係宛

〔メールアドレス〕kankoshoko
@city.ebino.lg.jp

　なお、申込書は市観光商工課、
飯野、真幸出張所にもあります。
市ホームページ（http://www.
city.ebino.lg.jp/）からもダウン
ロードできます。
　詳しい内容については市観光
商工課観光係までお問い合わせ
ください。
問市観光商工課観光係
内線 331・332

「第 22 回歯と健康・みんな
の集い」を開催します

　小林えびの西諸歯科医師会で
は、「第 22 回歯と健康・みん
なの集い」を行います。市民の
皆さんのたくさんの参加をお待
ちしています。

【期日】6 月 11 日（土）
【時間】午後 2 時～午後 4 時
【会場】小林市保健センター
（☎ 23‐0323）
【内容】歯の衛生週間、図画・
ポスター・標語コンクール応募
作品の展示、フッ化物無料塗布、
歯みがき指導、口の健康相談な
ど

火災予防に心がけましょう

農作業には十分気をつけてください

4月の活動状況 火災 2 件 年計 7 件
［えびの消防署管内］ 救急 62 件 年計 254 件

4 月の交通事故 人身 10 件 本　年
４月末 36 件

　発生状況 物件 22 件 本　年
４月末 102 件

　えびの市では、本年 4 月までに 36 件の人身交通事故が
発生しています。その内 6 件が自転車の事故です。原因
は、交差点での自転車の左右折時と交差点での出会い頭
となっています。
　自転車も「てげてげ運動追放運動」で次の 5 則を守り、
えびの市から自転車事故を追放しましょう。
○自転車は、車道が原則、歩道は例外
○車道は、左側を通行
○歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
○安全ルールを守る
　・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止など
○子どもはヘルメットを着用

自転車利用者の交通事故防止

農業委員会委員選挙が行わ
れます

　7 月 26 日で任期満了の農業
委員会委員選挙を下記のとおり
行います。

【選挙期日】7 月 10 日（日）
【告示日】7 月 3 日（日）
【選挙すべき委員の数】13 人
問市選挙管理委員会事務局
内線 421・422

農業委員会委員選挙立候補
手続等の説明会を行います

　7 月 10 日（日）に行われる
農業委員会委員選挙の立候補手
続等説明会を下記のとおり行い
ます。

【期日】6 月 8 日（水）
【時間】午前 10 時～
【場所】市役所１階別棟 1‐3、
４会議室
問市選挙管理委員会事務局
内線 421・422

第 5 次えびの市行政改革大
綱（案）に対する意見募集

　「行政刷新！真の住民自治を
目指して」をスローガンとして、
第 5 次えびの市行政改革大綱
を策定します。そこで以下のと
おり大綱（案）を公表し、市民
の皆さんの意見を募集します。

【意見公募の期間】
5 月 11 日（水）～ 6 月 9 日（木）

【閲覧場所】
①えびの市公式ホームページ
http://www.city.ebino.lg.jp/
②えびの市役所財政課、飯野出

張所、真幸出張所
③えびの市民図書館

【意見の提出先と提出方法】
①郵送またはＦＡＸでの提出
　閲覧場所に「意見・情報提出
書」を備えています。
②電子メールで提出

〔メールアドレス〕zaisei@city.
ebino.lg.jp
　「意見・情報提出書」の様式
に沿って必要事項をお送りくだ
さい。添付ファイルは使用しな
いでください。
③市財政課に直接書面で提出
　閲覧場所に「意見・情報提出
書」を備えています。市公式
ホームページからも様式をダウ
ンロードできます。
※詳しいことは、市財政課行政
経営係までお問い合わせくださ
い。
問市財政課行政経営係
内線 381

お済みですか。
転作の手続き

　平成 23 年度の農業者戸別所
得補償制度（転作）の受付を 5
月 10 日まで行いました。受付
期間内に手続きを行っていない
方は、下記の期日までに受け付
けを行ってください。受け付け
を行わないと交付金の対象外と
なりますのでご注意ください。

【受付期限】6 月 15 日（水）
※転作計画書の変更等含みます

【場所】市畜産農林課農産園芸
係
※必ず転作計画書・通帳・通帳
印を持参してください。
問市畜産農林課農産園芸係
内線 224

平成 23 年度大学等就職説
明会開催

　宮崎労働局では、平成 24 年
3 月大学等卒業予定者および概

問市健康保険課市民健康係
内線 281

「感動が地域を元気にする」
地域活性化フォーラム開催

　「感動が地域を元気にする」
地域活性化フォーラムが下記日
程で行われます。市民の皆さん
の参加をお待ちしています。

【期日】6 月 25 日（土）
【時間】午後 2 時 45 分～午後
4 時 55 分（午後 2 時 30 分開場）

【内容】
〔第 1 部〕プレゼンテーション
「霧島ジオパークの魅力と課題」
〔第 2 部〕地域活性化フォーラ
ム「感動が地域を元気にする」
○講師：豊重哲郎氏（鹿児島県
鹿屋市柳谷自治公民館館長）

【場所】えびの市文化センター
【参加料】無料
　詳しい内容等については公益
社団法人日本青年会議所九州地
区宮崎ブロック協議会までお問
い合わせください。
問（社）宮崎青年会議所事務局
☎ 0985‐28‐2522
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　「食事がおいしいのはどんな時ですか？」市

民の方が集まる場で尋ねることがあります。す

ると市民の方からは「体を動かした時」「ごち

そうの時」など、さまざまな意見が返ってきま

す。中でも一番多いのは「お腹がすいた時」と

いう方です。当たり前のことのようですが、み

なさんは、食事の前にお腹がすいて食べていま

すか？

　お腹をすかして食べると、おいしく食べられ

ることはもちろん、体にとっても良いことが分

かっています。「お腹がすく」ということは、

前に食べた物が消化され、胃や腸がひとまず仕

事を終えた状態です。胃腸にとっては休息時間

ということになります。つまり、食事の前に「お

腹がすく」ということはその前の食事や間食が

適量・腹八分だった証にもなります。また、休

息がとれた胃腸は次の仕事（食べ物の消化・栄

気に笑
って

健康
え び の

『インディアン・サマー騒動記』

　大学生・佐倉の友人八木の部屋から 1 枚
の絨

じゅうたん

毯が盗まれた。絨毯は、家具やベッド
の下に敷いてあり、犯人は、ベッドで眠っ
ている八木を起こすことなく、絨毯を持ち
去ったらしい。
　なぜ、犯人は絨毯だけを盗んだのか。そ
れは、彼らが生まれ育った「海霧の町」と
大きく関係していた。（「空飛ぶ絨毯」より）
　7 つの謎と驚きに出会える連作短編集で
す。
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大
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前
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る
東
日
本
の
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々
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、
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一
人
の
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小
さ
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と
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皆
で
つ
な
げ
て
大
き
な
輪
に
な
る
こ
と
を
願
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の
み
。

作
者
の
心
や
さ
し
さ
の
滲
に
じ
み

み
出
た
詠
で
あ
る
。
明
日
と
云
う
未
来
の
光
を
信
じ
た
い
。
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よ
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余
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自
然
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怖
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再

認
識
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
春
風
が
吹
き
、
終
日
ゆ
っ
た
り
し
た
自
然
豊
か
な

海
の
情
景
で
す
。
ま
だ
厳
し
い
現
実
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
暖
か
い
希
望
の
風
を
祈

り
ま
す
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生
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立
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貧
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に

「
起
き
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寝
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集
め
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の
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あ
の
世
ま
で
も
っ
て
行
け
な
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資
産
　
免
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学
位
　
地
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家
族

冬
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思
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せ
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生
ま
れ
る
も
　
去
る
も
一
人
旅

一
発
の
花
火
の
よ
う
に
　
空
天
に
散
る

　5 月に入り、夏に向け少しずつ暑くなってきました。季
節の変わり目です。体調管理には十分気をつけようと思い
ます。
　広報紙にも掲載スペースに限りがありますので、取材に
行ってもやむを得ず掲載できない場合がありますのでご了
承ください。（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

養の吸収）を元気に行うことができます。この

ことは結果として生活習慣病予防の一つ「食べ

過ぎない」を実践していることにもつながりま

す。

　逆に、お腹がすく時間がないという方は、食

べ過ぎの状態が続くことで、あらゆる生活習慣

病になりやすくなります。このような方は食事

や間食の量を減らすこと、日常生活や農作業で

こまめに体を動かすこと、運動を取り入れるな

どできることから始めて「お腹がすく」生活を

目指してみましょう。

　市では健康増進計画「元気に笑って健康えび

の」の目標に「空腹を実感できる」を掲げ、「腹

ペコキャンペーン」を推進しています。おいし

く食べられ体にいい「腹ペコ」を、ぜひみなさ

んも実践してみませんか。

※糖尿病の方は、医師の指示に従ってください。

沢村浩輔／著
（東京創元社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■中原栄養士（健康保険課）お腹をすかせて食べていますか

◎えびの市の人口
　男性／ 10,154 人（＋ 286 人）
　女性／ 11,281 人（＋ 39 人）
　合計／ 21,435 人（＋ 325 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,548 世帯（＋ 496 世帯）

（平成 23 年 5 月１日現在）

転入／ 480 人
転出／ 136 人
出生／ 15 人
死亡／ 34 人

軽自動車税　　　全期
5 月 31 日までに納めましょう。

【おわびと訂正】広報えびの 4 月号「えびの市の人口」で女
性 11,373 人、合計 21,361 人、出生 113 人、死亡 335 人と
記載していましたが正しくは、女性 11,242 人、合計 21,110
人、出生 13 人、死亡 35 人です。おわびして訂正します。

「そんなときは、すぐ相談」

　賢い消費者の輪を広げようというのが「くらし
のアドバイザー制度」です。今年度の暮らしのア
ドバイザーは次の方々です。よろしくお願いしま
す。

　不安になったら、一人で悩まないで、すぐ相談
してください。
　日々の暮らしの中で消費生活に関することで、
思わぬトラブルに巻き込まれることがあります。
　より良い消費生活を送るために悩み事がありま
したら、お気軽に相談ください。
　消費生活に関する情報などを提供します。

【トラブルを防ぐために】
・うまい話には近づかないようにしましょう。
・必要でなければ、勇気を持って断りましょう。
・買う前に、家族や知人に相談しましょう。
・印鑑は契約内容を確かめてから自分で押しまし
ょう。

・困ったらすぐに信頼できる人などに相談しまし
ょう。 中堀ふじ子さん、杉元美知子さん、向原紀子さん
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新
燃
岳
噴
火
の
歴
史
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今
か
ら
五
十
二
年
前
、
一
九
五
九

年
二
月
十
七
日
に
起
き
た
前
回
の
噴

火
を
経
験
し
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
噴
火
当
日
は
雨
で
、
粘
着
質

の
火
山
灰
が
付
い
て
飛
べ
な
く
な
っ

た
ツ
グ
ミ
な
ど
の
野
鳥
を
追
い
か
け

回
し
た
記
憶
を
語
る
人
も
い
ま
す
。

ベ
タ
ベ
タ
し
た
粘
っ
こ
い
火
山
灰
の

こ
と
を
「
ヨ
ナ
」
と
呼
ん
だ
そ
う
で

す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
え
び
の
市
内
で
は

目
立
っ
た
火
山
灰
の
影
響
が
な
い
た

め
、
噴
火
が
始
ま
っ
た
頃
に
比
べ
て

市
民
に
も
慣
れ
が
見
ら
れ
、
関
心
も

薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
も
噴
火
の
規
模
と
季
節
に
よ
る
風

向
き
し
だ
い
で
は
、
降
灰
と
墳
石
に

よ
る
被
害
を
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日
、

新
燃
岳
が
噴
火
し
、
噴
煙
の
高
さ
は

火
口
か
ら
約
二
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
達

し
ま
し
た
。
い
つ
も
は
静
か
な
霧
島

山
を
眺
め
て
い
る
市
民
も
、
空
高
く

噴
き
上
が
る
煙
に
驚
き
、
身
近
で
起

こ
っ
た
火
山
活
動
に
少
な
か
ら
ず
恐

怖
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

翌
二
十
七
日
も
中
規
模
の
爆
発
的

な
噴
火
が
起
き
、
高
原
町
で
は
火
口

近
く
の
住
民
が
自
主
避
難
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
何
回
か
の
噴
火
と
小

康
状
態
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
終
息

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
噴
火
で
、
大
量
の
灰

が
風
下
の
市
街
地
や
農
地
に
降
っ
た

ほ
か
、
墳
石
で
車
の
ガ
ラ
ス
や
太
陽

熱
温
水
器
の
パ
ネ
ル
が
割
れ
る
な
ど

被
害
が
出
ま
し
た
。

　

今
回
の
噴
火
は
地
下
の
マ
グ
マ
が

噴
き
出
す
「
マ
グ
マ
噴
火
」
で
す
。

約
三
百
年
前
の
江
戸
時
代
以
来
の
本

格
的
な
噴
火
で
す
。
当
時
の
享
保
噴

火
（
一
七
一
六
年
三
月
～
一
七
一
七

年
九
月
）
で
は
、
一
年
半
に
五
回
の

大
噴
火
が
あ
り
、
高
温
の
火
山
灰
や

ガ
ス
が
山
の
斜
面
を
高
速
で
駆
け
下

り
る
「
火
砕
流
」
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
に

編
さ
ん
さ
れ
た
「
三
国
名
勝
図
会
」

に
は
、
高
原
、
高
崎
、
小
林
な
ど
で

山
林
が
焼
け
、
神
社
や
民
家
な
ど
約

六
百
軒
が
焼
失
、死
傷
者
三
十
六
人
、

焼
死
し
た
牛
馬
四
百
五
頭
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
原
町
の
高
崎
川
で
は

泥
流
も
発
生
し
、
魚
が
死
ん
で
流
れ

て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
下

の
田
畑
が
灰
に
埋
も
れ
ま
し
た
。

噴火する新燃岳（2 月 6 日、韓国岳から撮影）

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
え
び
の
4
月
号
の
「
ふ
る
さ
と
散
歩
」
で
「
吉
都
線
が
開
通
し
て
今
年
十
月
一
日

で
百
年
」
と
あ
り
ま
し
た
が
正
し
く
は
、
来
年
十
月
二
日
で
百
年
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


